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定義 II.2 関数 U:[0,T]×(0,-)- Rが,




















6 調査と研究 第27号 (2003.10)
ⅠⅠ.2 マルチンゲール法




を満たす とす る｡ この とき (7T,C)∈9t(I),
X抑･C(T)-Eとなるポー トフォリオ過程 TCが
存在し,





































































eo-Lr 1 ,., Lr 1享年丁高て百 ･co(i)=亨千手高て打,
tEl0,T].
で与えられ,対応する最適富過程は,(2.17)より,
xo(i)-完 了課 , tE l0,T]･



























E0 - 読 (Ho(T))~宣

































す市場 m に,Kで表されるポー トフォリオに
対する制約の付いた市場を邪(K)で表す｡制
約 Kは,m+1番 目からn番目までの株式に
は投資で きない という制約 を表 してお り,
m(K)は非完備市場となる｡




















































































のとき,かつそのときに限る｡ 架空市場 別 レを
考える所以はここにある｡
定義 III.1 所与の初期資本 .rに対 して
91レ(I)全く(T,C);X(ソ)(i)≡Xux･汀･C(i)≧0,
t∈[0,T]), i,∈ 旬 (3.16)
とする｡
注 ⅠⅠⅠ.2 (3.1),(3.15)と(3.16)から








































となる れ:[0,T]×L2- Rnが存在 し,補題
ⅠⅠ.1と走理 ⅠⅠ.1から


















































定理 ⅠⅠⅠ.1 条件 ⅠH.2-条件 ⅠH.4は同値であり,
これらが成立するとき (方,C')-(7T〟,Cp)として
条件 ⅠⅠⅠ.1が成立する｡









































(3.33)⇒ (3.32)の証明 注 ⅠH.4の結果か ら成
立 ｡
(3.33)⇒ (3.34)の証明 注 ⅠⅠⅠ.4の結果か ら成
立 ｡





(3.36)⇒ (3.33)の証明 ポー トフォリオ過程
7T〃が(3.30)と(3.31)を満たすことを示せば良



























































































ステップ 4. 任意の 7∈9 に対 して,(3.41)
において LJ…FL+りとお くと,(3.52)より,
E[/.THp(i)n t)wp(i)dt],0 ∀咋 9･
(3.53)
(3.53)より,
7T(t)7Tp(i)≧0, t∈[0,T]; ∀7∈ ℡
(3.54)
となる｡ 実際,ある 7∈旬に対 して,A-
((i,W)∈[O,T]×32;7T(i)7Tp(i)<0)が正の確
率 をもつ とすると,p圭71AC+如1Aとして
k∈Nを十分に大 きな値 とすると,この p∈









(3.54)において り…pとお くと, (3.55)と
合わせて(3.31)を得る｡ ロ










Eレ- 南 画 甜 )-叢 話 ,
























となる｡ したがって,FLは(3.6)のクラス 旬 に




x(i)-xp(i)-豊 品 , t∈[o･T]･
(3.60)























































定義 A.3 フィル トレーション諒が右連続,









すフィル トレーション F主(乱 ⊆音;t≧0)付
き確率空間 (L2,乱 P,F)を所与とする｡




































































定義 A.10 狭義増加実数列 ttn;t｡-0,1imtn-nー∞
∞)nw=｡と確率変数列 (En;supn≧｡IEn(a)l<∞,W






































命題 A.2 Sと Tを S≦Tとなる任意の停止
















































･ii!1,!l蓋 (t･x(i,,棉 )棉 )
となり,(Y(i)･.t∈ T)も伊藤過程となる｡
定理 A.6(マルチンゲール表現定理) 肝 を (〟,
乱 P)上の標準ブラウン運動 とし,Fg=(gt;i
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